
 

 

［資料］ 

 

(1) 調査団員・氏名 

(2) 調査行程 

(3) 関係者(面会者)リスト 

(4) 討議議事録(Ｍ／Ｄ) 

(5) ソフトコンポーネント計画書 

(6) 参考資料 

(7) その他の資料・情報 

(7)-1 測量図 

 



 



 

- 資料 1 - 

(1) 調査団員・氏名 

 

 
担当業務 氏名および所属 

 総括 杉山 俊士 JICA 国際協力専門員 

 協力企画 西木 陽子 資金協力支援部実施監理第三課職員 

 
業務主任／建設計画 
／運営維持管理計画 1 

小川 雅 水産エンジニアリング㈱ 

 建築・設備設計 内田 昭 水産エンジニアリング㈱ 

 土木設計／自然環境調査 隠木 俊人 水産エンジニアリング㈱ 

 
運営維持管理計画 2 
／ソフトコンポーネント 

高橋 邦明 水産エンジニアリング㈱ 

 水産物流通調査 1 山根 聡 水産エンジニアリング㈱ 

 施工計画／調達計画／積算 1 和知 裕一 水産エンジニアリング㈱ 

 機材計画／積算 2／水産物流通調査 2 鳥居 道夫 水産エンジニアリング㈱ 

 環境社会配慮 奥澤 信二郎 ㈱エー・エス・エンジニアリング 
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(2) 調査行程 

1 ) 現地調査① 
      JICA 小川 隠木 内田 山根 鳥居 

1 5 月 18 日 土 
            
        成田(22:30)→   

2 5 月 19 日 日 
        →ﾄﾞｰﾊ→ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ   
        ダルエス市場調査   

3 5 月 20 日 月 
        JICA 表敬   
        ダルエス市場調査   

4 5 月 21 日 火 
        ダルエス市場調査   
        ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ→ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ   

5 5 月 22 日 水 
        DFD 表敬   
        サイト状況確認、再委託調査打合せ   

6 5 月 23 日 木 
        水揚状況調査   
        市内の水産物市場の状況調査   

7 5 月 24 日 金 
        水揚状況調査   
        漁業関係者間の取引ﾙｰﾙの確認   

8 5 月 25 日 土 
    再委託調査(第 1 回)監理   
  成田(22:30)→     

9 5 月 26 日 日 
  →ﾄﾞｰﾊ→ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 島内の主要漁村調査(北部)   
  ダルエス市場調査     

10 5 月 27 日 月 
  大使館、JICA 表敬 水産物取引の状況調査   
  ダルエス市場調査 マリンディ水揚場及び市内の市場   

11 5 月 28 日 火 
  建設事情調査 再委託調査(第 2 回)監理   
  ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ→ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 鮮度劣化状況調査   

12 5 月 29 日 水 
  DFD 訪問、ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ・質問書の説明 水産物取引の状況調査   
  サイト調査 マリンディ水揚場及び市内の市場   

13 5 月 30 日 木 
  サイト調査、STCDA 協議 水産物取引の状況調査   
  ZPC 協議 マリンディ水揚場及び市内の市場   

14 5 月 31 日 金 
  DOE 協議、サイト調査 再委託調査(第 3 回)監理   
  ZMC 協議     

15 6 月 1 日 土 
  サイト調査 

サイト状況確

認 
島内の主要漁村調査(南東部)   

  建設事情調査     成田(22:30)→ 

16 6 月 2 日 日 
  建設事情調査 団内協議 

→ﾄﾞｰﾊ→ 

ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 
  団内協議 ダルエス市場調査

17 6 月 3 日 月 
  

水道局(ZAWA)
協議 

周辺インフラ

調査 
水道局(ZAWA)
協議 

水産物取引の状況調査 ダルエス市場調査

  DFD 協議   DFD 協議 水産物劣化状況調査 
市場機材利用状況

調査 

18 6 月 4 日 火 
  

電力公社

(ZECO)協議 
既存岸壁の

調査 
電力公社

(ZECO)協議 
水産物取引の状況調査 調達事情調査 

  水揚場視察   水揚場視察 水産物劣化状況調査 
ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ→ｻﾞﾝ

ｼﾞﾊﾞﾙ 

19 6 月 5 日 水 
  

既存施設の現状

調査、建設局協

議 

自然条件調

査 

既存施設の現状

調査、建設局協

議 
水産物取引の状況調査 

  市内市場視察   市内市場視察 マリンディ水揚場及び市内の市場 
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      JICA 小川 隠木 内田 山根 鳥居 和知 奥沢 

20 6 月 6 日 木 
  

建設事情調

査、MLF 協

議(PS) 

自然条件調

査 
建設事情調査、

MLF 協議(PS) 
水産物取引の状況調査     

  
製氷・建設関

連事情調査 
  

製氷・建設関連事

情調査 
マリンディ水揚場及び市

内の市場 
    

21 6 月 7 日 金 
  

運営体制調

査、STCDA
協議 

土木設計調

査 
運営体制調査、

STCDA 協議 
水産物取引の状況調査     

  
土地問題確

認 
  土地問題確認 水産物劣化状況調査     

22 6 月 8 日 土 
  

建築事情調

査 
土木設計調

査 
建築事情調査 

再委託調査(第 4 回)監
理 

    

成田
(22:30)→ 

      水産物劣化状況調査     

23 6 月 9 日 日 

→ﾄﾞｰﾊ→ﾀﾞ

ﾙｴｽｻﾗｰﾑ
ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ→ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 団内協議 

島内の主要漁村調査

(東部) 
    

  
ダルエス市場調査、団内協

議 
    成田(22:30)→ 成田(22:30)→

24 6 月 10 日 月 
ダルエス市場視察 既存インフラ調査 水産物流通量調査 

→ﾄﾞｰﾊ→ﾀﾞﾙｴ

ｽｻﾗｰﾑ 
→ﾄﾞｰﾊ→ﾀﾞﾙｴ

ｽｻﾗｰﾑ 

大使館、JICA 表敬   路上販売者調査 
ダルエス市場

視察 
環境関連資料

整理 

25 6 月 11 日 火 
ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ→ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 排水処理の調査 漁業状況調査 

現地施工会社

訪問 
ダルエス市場

視察 

MLF 協議・現場視察   
ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ→
ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 

ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ→
ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ 

26 6 月 12 日 水 
MLF 協議、ZMC 運営体制調査 

再委託調査のデータ取

り纏め打合せ 
既存施設の現

状調査 
ステークホルダ

ー協議準備 

ZPC 協議   
マリンディ水揚

場利用者集計

漁港周辺環境

調査 

27 6 月 13 日 木 
ステークホルダー協議 

 
船主聞き取り 

土木設計調

査 
船主聞き取り 統計データ収集 

既存施設の現

状調査 
環境の現状調

査 

28 6 月 14 日 金 

STCDA 手続き確認、MLF
協議 

土木設計調

査 
STCDA・DOE・

ZMC との協議 
ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ→
ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ

水産物

流通量

調査 

STCDA・DOE・

ZMC との協議

世界遺産地区

内の開発認可

調査 

ZMC 協議   
マリンディ水揚場利

用者集計 
ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ

→ﾄﾞｰﾊ 
市内市

場調査 
マリンディ水揚

場利用者集計

環境関連法規

制整理 

29 6 月 15 日 土 
STCDA 協議 

土木設計調

査 
現地資材調査 ﾄﾞｰﾊ→成田

漁業実

態調査 
現地資材調査 収集資料整理

島内水揚

げ場視察
団内協議  

マリンディ水揚場利

用者集計 
団内協議 

資料整

理 
マリンディ水揚

場利用者集計

調査分析機関

訪問 
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   JICA 小川 隠木 内田 鳥居 和知 奥沢 

30 6 月 16 日 日 
団内協議 自然条件調査/ 

既存施設の現状

調査 
漁業活動調査 

既存施設の現状調

査 
環境の現状調査 

  土木設計調査 
マリンディ水揚場

利用者集計 
市内市場調査 

マリンディ水揚場利

用者集計 
団内協議 

31 6 月 17 日 月 

草の根 NGO 協議、

一時移転地調査 
自然条件調査/ 施設計画調査 

水産物流通量調

査 
現地施工会社訪問 DFD 協議 

 財務省協議、

STCDA 協議 
土木設計調査 

市内市場状況調

査 
漁業活動調査 市内市場状況調査 

代替地視察、STCDA
との協議 

32 6 月 18 日 火 
ミニッツ協議 自然条件調査/ 排水処理の調査 水産統計調査 排水処理の調査 

EIA 関連調査(環境

局) 

〃 土木設計調査 
既存施設の現状

調査 
水産物流通量調

査 
既存施設の現状調

査 
EIA 関連資料整理 

33 6 月 19 日 水 
ミニッツ協議 自然条件調査/ 施設計画調査 

水産物流通量調

査 
現地施工会社協議 EIA 情報収集 

〃 土木設計調査   漁業活動調査   EIA 情報整理 

34 6 月 20 日 木 

代替案用地視察、

自警組織(STCP)協
議 

STCP 協議 
代替案用地視

察、STCDA 協議

MLF 機材仕様調

査 
代替案用地視察、

STCP 協議 
EIA 情報整理 

 ミニッツ協議、調印 水産政策調査 
既存施設の現状調

査 
  

35 6 月 21 日 金 

ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ→ﾀﾞﾙｴｽ

ｻﾗｰﾑ 
自然条件調査/
土木設計 

給排水・電気引込

の調査 
水産統計調査 

給排水・電気引込

の調査 
計画情報整理 

大使館・JICA 報

告、ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ→
ﾄﾞｰﾊ 

調査 
ゴミ処理、排水処

理の調査 
漁業活動調査 

ゴミ処理、排水処理

の調査 
  

36 6 月 22 日 土 
ﾄﾞｰﾊ→成田 自然条件調査/ 現地資材調査 

水産物流通量調

査 
現地資材調査 遺跡影響評価調査 

    土木設計調査   
水質等検体採取・

検査準備立会 
  代替地視察 

37 6 月 23 日 日 
    団内協議 団内協議 

Fumba 水揚場調

査 
団内協議 団内協議 

        
大腸菌検体経過

確認 
    

38 6 月 24 日 月 
    自然条件調査/ 調達事情調査 水産統計調査 調達事情調査 

EIA に関し環境局ヒア

リング 

    土木設計調査 
給排水・電気引込

の調査 
大腸菌検査結果

確認 
給排水・電気引込

の調査 
IEE 作業 

39 6 月 25 日 火 
    土木設計調査 

建築構造基準確

認 
水産物流通量調

査結果確認 
建築構造基準確認 

環境スコーピング内容

検討 

    ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ→ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 既存機材調査 
ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ→ﾀﾞﾙｴｽｻ

ﾗｰﾑ 
  

40 6 月 26 日 水 
    土木設計調査 

現地施工会社訪

問 
水産統計調査 現地施工会社訪問 自警団ヒアリング 

      積算調査 
水産物流通量調

査結果確認 
積算調査 環境モニタリング検討

41 6 月 27 日 木 
    土木設計調査 

現地施工会社訪

問 
水産統計調査、

水質結果確認 
現地施工会社訪問 現地調査報告まとめ 

      積算調査 漁業活動調査 積算調査 
環境モニタリング(環
境局協議) 

42 6 月 28 日 金 
    土木設計調査 積算調査 

ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ→ﾀﾞﾙｴ

ｽｻﾗｰﾑ 
積算調査 

ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ→ﾀﾞﾙｴｽｻﾗ

ｰﾑ 

    ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ→ﾄﾞｰﾊ 

43 6 月 29 日 土 
    ﾄﾞｰﾊ→成田 
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2 ) 現地調査② 

 

  
 

業務主任／建設計画 
／運営維持管理計画 1 (小川) 

建築・設備設計 (内田) 

1 8 月 31 日 土 羽田→関西空港→ 

2 9 月 1 日 日 
→ドーハ→ダルエスサラーム 

既存市場視察 

3 9 月 2 日 月 
ダルエスサラーム→ザンジバル 

DFD 計画案説明、協議 

4 9 月 3 日 火 
ZECO、ZAWA 先方負担事項協議、DFD 協議、DOE 協議 

農林水産省訪問 

5 9 月 4 日 水 
DFD・POFEDP・ZMC と運営体制協議 

STCDA との協議、ZAYEDESA(NGO)への計画案説明、ZPC との協議 

6 9 月 5 日 木 
ZECO 現地調査立ち会い、STCDA・ZMC との協議・テクニカルノート署名 

水揚場・建設事情 追加調査 

7 9 月 6 日 金 
ザンジバル→ダルエスサラーム  JICA 事務所報告、 

大使館報告   ダルエスサラーム→ドーハ 

8 9 月 7 日 土 ドーハ→成田 

 

 

3 ) 概要説明調査 

 

 
  

JICA 総括(杉山) 
JICA 協力企画(西

木) 
業務主任／建設計画／ 

運営維持管理計画 1 (小川) 
土木設計／ 

自然環境調査 (隠木) 

1 12 月 3 日 火  成田→ドーハ 

2 12 月 4 日 水  ドーハ→ダルエスサラーム 

3 12 月 5 日 木 成田→ドバイ 成田→ドーハ ダルエスサラーム→ザンジバル   関係機関への概要説明 

4 12 月 6 日 金 
→ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 

大使館、JICA 事

務所協議 

→ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ 
大使館、JICA 事務

所協議 
関係機関への報告書内容の説明、協議 

5 12 月 7 日 土 
ダルエスサラーム→ザンジバル サイト視察 

団内協議 

6 12 月 8 日 日 サイト視察・団内協議・ミニッツ案作成 

7 12 月 9 日 月 サイト視察・団内協議・ミニッツ案作成 

8 12 月 10 日 火 関係機関への報告書内容の説明、協議 

9 12 月 11 日 水 関係機関への報告書内容の説明、協議 

10 12 月 12 日 木 ミニッツ署名 

11 12 月 13 日 金 
ザンジバル→ダルエスサラーム、 大使館報告 

 ダルエスサラーム→ドーハ 

12 12 月 14 日 土 
ダルエスサラーム→

アジスアベバ 
ドーハ→成田 
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(3) 関係者(面会者)リスト 

 
  氏名 所属／役職 

President’s Office, Finance, Economy and Development Planning(Ministry of Finance)(大統領府財務省) 
  Mr. Khamis M.Omar Principal Secretary 
  Ms. Bihindi Nassor Khatib Economy & Development Planning 
 Mr. Kiksila A. Rashid Officer 
Ministry of Livestock and Fisheries/ MLF(畜水産省) 
  Dr. Khassim G. JUMA Principal Secretary 
  Dr. Omar A. AMIR  Deputy Principal Secretary 
  Mr. Shaaban S. JABIR Director of Planning  
  Mr.Mussa Aboud JUMBE Director of Fisheries, DFD 
 Mr. Mohammed Chum Fisheries Officer, DFD 
 Ms. Ramla Talib Omar Planning Officer, DFD 

  Mr. Omar Hakim FOUM 
DFD, Marine Conservation Unit 
Marine Conservation Unit Coordinator 

  Mr. Daudi Haji PANDU 
DFD, Marine Conservation Unit 
Assistant Marine Conservation Unit Coordinator 

 Ms. Bishara A. Juma Officer, MCU 
 Mr. Khamis Abdulla Simba Planning Officer, DFD 
 Mr. Mchansa S. Khamis Officer 
 Mr. Anas M. Othman Manager of Menai Bay Conservation Authority 
  Mr. Ali Said MKARAFUU Planning Officer, DFD 
 Mr. Hamad Maoud Officer, Department of Planning 
 Mr. Mwadiwi Haji Officer, Department of Marine Resources 
 Mr. Hamad S. Uhatir Officer, Department of Marine Resources 
Ministry of Agriculture and Natural Resources (農業天然資源省) 

 
Mr. Khalfan M. Saleh 

Programme Coordinator - Zanzibar, Marketing 
Infrastructure, Value Addition and Rural Finance Support 
Programme(MIVARF) 

Zanzibar Ports Corporation (ZPC)(ザンジバル港湾公社) 
 Mr. Abdalla Juma Abdalla Director General 

Mr. Abdi O. MAALIM Technical Director 
  Mr. Ali H. HAJI Planning Manager 
  Mr. Rashid Z SALIM Assistant to Planning Manager 

Mr. Maneno Moh’d MANENO Director of Technical Services 
Mr. Mbaroek H. MBAROWK Port Engineer 
Mr. Salum UDI Civil Engineer 
Mr. Makame Sheha USSI Personal Secretary of Director General 
Mr. Kassim Juma OTHMAN Legal Officer 

 Mr. Hamza Moh’d Ali Director of Administration and Human Resources 
Zanzibar Municipal Council(ザンジバル市役所) 

Mr. Othman Abdaccah ALLY Assistant Town Planning Office 
 Mr. Radab S. DaDab Active Director 
 Mr. Said J. Ahmada Administration Officer 

Mr. Nurw S. Abdahrah Planning Officer 
Ms. Hidaya Masoud ALI Revenue Officer 
Mr. Hija Abdalla MAKAME Chief Accountant 
Mr. Mzee Khamis JUMA Head of Construction & Environment 

Department of Construction , Ministry of Construction and Communication (建設通信省 建設局) 
Mr. Jaffair Shauri HAJI Chief Engineer 
Mr. Mohammed S. NASSOR Acting Director 
Mr. Salum M. JUMA Engineer 
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Stone Town Conservation and Development Authority (STCDA)(ストーンタウン保全開発局) 

Mr. Issa S. MAKARANI Director General 
Mr. Mussa Awesu BAKAR Civil Engineer 

Zanzibar Water Authority (ZAWA)(ザンジバル水道局) 
Mr. Mustafa Ali GARU Director General 
Mr. Mussa Ramadhan HAJI Commercial Director 
Mr. Masoud Kombo MASOUD Head of Water Supply 

  Mr. Ali T. MOHAMED Financial and Administration Director 
 Mr. Rashid Mohammed Officer 
Zanzibar Electricity Company (ZECO)(ザンジバル電力公社) 
  Mr. Faki H. ALI Zonal Engineer (Urban West) 

Mr. Hassan A. MBAROUK General Manager 
Mr. Maulid SHIRAZI Development Officer 

Department of Environment/ DoE(環境局) 

Mr. Hamza Z. RIJAL Head of Environmental Education Section 

 
Mr. Makame M. HAJI Head of Environmental Impact Assessment Section 

 Mr. Sheha Mjaja JUMA Director 
 Mr. Ali Umai Pandy Officer 

 Mr. Bakar A. Bakil Officer 

ZAYEDESA(ローカル NGO) 
  Mr. Omar T. Mattar Chief Executive Officer 
 Ms. Lucy Majaliloa General Secretary 
Stone Town Community Police (Police Jami) (ストーンタウン自警団) 
  Mr. Mwinyi Ameir Government Police 
 Mr. Smo Sarym Nusse Police Jami 
 Mr. Hadhir Mohd A. Police Jami 
Blue Horizon Investment Ltd.  

Mr. Antar Hamou Ahmaed Regional Manager 
University of Dar es salaam 
  Mr. A. L. Kyulule Consultant Geotechnical Engineer 
Malindi Fishermen’s Committee (マリンディ漁業組合) 
 Mr. Iddi Omar Secretary 
 Mr. Himid Omar Resident Leader 
 Mr. Abdulla Ismailshaib Assistant of resident leader 
 Mr. Sorw Atnsowr Abud Fisherman 
ダルエスサラーム魚市場 (イラーラ区) 
 Mr. Charles D. Kabongo ダルエス魚市場長 Market Manager 
 Mr. Msongo Songoro 水産部長 Municipal Fisheries Office 
 Mr. Juma Msangi ライセンスオフィサーLicense Officer 
邦人 
  島岡 強 Baraka Co., Ltd.取締役会長/ ザンジバル漁船 船主 
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(4) 討議議事録(Ｍ／Ｄ) 

1 ) 現地調査① 

 



 

- 資料 9 - 



 

- 資料 10 - 



 

- 資料 11 - 



 

- 資料 12 - 



 

- 資料 13 - 



 

- 資料 14 - 



 

- 資料 15 - 



 

- 資料 16 - 



 

- 資料 17 - 



 

- 資料 18 - 



 

- 資料 19 - 



 

- 資料 20 - 



 

- 資料 21 - 



 

- 資料 22 - 



 

- 資料 23 - 



 

- 資料 24 - 



 

- 資料 25 - 

2 ) テクニカルノート(現地調査②) 
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3 ) 概略設計概要説明調査 
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(5) ソフトコンポーネント計画書 

1 ) 背景 

 マリンディ水揚げ場はザンジバルの水産物の水揚げ、取り引きの中心地となっている。しか

しその水産物の取り扱いは水揚げ岸壁の劣化や取引施設の未整備によって劣悪な衛生環境のも

とで行われており、水揚げ施設及び魚市場の整備が喫緊の課題となっている。 

 本プロジェクトにより整備される水揚げ場・魚市場は、マリンディにおいて安全で衛生的に

水産物を供給し、ザンジバルの水産分野に係る食料安全保障を改善することを目標としている。 

 これまで、水揚げ場は適切な施設がないため、行政による運営管理が行われておらず、また

水産物を扱う市内の既存消費市場はザンジバル市(Zanzibar Municipal Council: ZMC)によって運

営されている。しかし施設や機器の維持管理について、現状の把握、対策の迅速な実行は不十

分であり、故障した電気水道設備の修理や建物の補修などが行われず長期間放置されているな

どの問題を抱えている。また徴収された施設利用料は一括して ZMC の一般会計に組み込まれ

管理されているため、料金未収や市場毎の収支のチェックが困難で、維持管理引当金が準備さ

れていないなどの問題を引き起こしている。 

 本計画施設の運営について、責任機関である畜水産省(Ministry of Livestock and Fisheries: MLF)

及び実施機関である畜水産省 漁業開発局(Department of Fisheries Development: DFD)は、独立し

た運営組織の立ち上げと経営の透明性、健全性を確保するための枠組みを計画している(図

3-13)。また衛生面では、路上での無秩序、不衛生な鮮魚販売を取り締り、利用者に一定の取引

のルールを課すことや、資源管理面では、一元的な管理による水揚統計を整備することを施設

の整備に伴って実現したいと考えている。 

 本計画施設の効果を早期に発現し、持続性を確保するためには MLF が組織、体制をタイムリ

ーに構築し、新たな組織が適切な施設運営、事業経営を行うことが必要であるが、これまでに

省内に十分な施設運営管理の経験の蓄積がなく、さらに日本の無償資金協力の受け入れは省と

して本プロジェクトが最初となる。このため、準備調査の協議議事録においてザンジバル側よ

り円滑な維持管理組織の立ち上げと運営体制の構築を支援するためのソフトコンポーネントが

要請された。 

 このような背景から、以下のソフトコンポーネントを計画するものとする。 

 

2 ) ソフトコンポーネントの目標 

 本ソフトコンポーネントの目標は、本プロジェクトで建設されるマリンディ水揚・市場施設

の運営維持管理体制を確立し、運営維持を円滑に実施することである。このため、管理組織の

定款策定及び役員職掌の明確化、組織運営規則、会計事務規則の策定、料金体系及び施設利用

規約の策定、さらに民間委託業務の TOR 作成等に係る支援及び運営に係る会計手続き、経理処

理、施設運営、維持管理の研修訓練を行う。特に料金体系や利用規約の策定については、運営

維持管理体制の策定プロセスの中で漁民、卸売、仲買、小売人等の利用者との合意形成を図っ

ていくこととする。 

 

3 ) ソフトコンポーネントの成果 

 上記の目標を達成するために本ソフトコンポーネントに求められる成果は以下のとおりであ

る。 
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表 A-1： ソフトコンポーネントの成果 

• 成果(1) 運営体制及び管理組織の各役員の業務の責任分担範囲が明確になる。 

• 成果(2) 組織運営規則、会計事務規則が具体化し、改善される。 

• 成果(3) 料金体系及び施設利用規約が明確になる。 

• 成果(4) 民間委託業務の内容が具体化、明確化する。 

• 成果(5) 施設の維持管理に係る実務及び担当が具体化、明確化する。 

• 成果(6) 担当者が施設の運営及び維持管理に係る実務に習熟する。 

 

4 ) 成果達成度の確認方法 

上記の各成果の達成度は、ソフトコンポーネントの活動実施後に以下の方法で確認する。 

 

表 A-2： 成果と指標 
 成果 指標 
(1) 管理組織の定款及び役員職掌が策定され、運

営委員会及び維持管理組織の役割が明文化

され、運営体制及び業務の責任分担範囲が明

確になる。 

管理組織定款案が策定され畜水産省に承認され

る。 
管理組織の役員職掌案が畜水産省に承認される 
管理組織の登記がされる。 

(2) 組織運営規則、会計事務規則が策定され、使

用料徴収・集計方法、会計帳簿、内部監査方

法が改善される。 

運営規約、会計規則52が策定され畜水産省に承認

される 
本施設の特別会計、専用口座が開設される。 

(3) 料金体系及び施設利用規約が策定され、売

場管理、衛生管理、路上販売取締り、ゴミ収

集・廃棄計画の実務手順と担当が明確にな

る。 

施設利用規約が策定され畜水産省に承認される。 
畜水産省による利用者への利用規約説明会が行

われる。 
市場の利用者が施設・機材の正しい使用法を理解

する。 
(4) 民間委託業務の TOR 案が作成され、民間業

者への委託契約内容が具体化、明確化する。
 

民間委託業務指示書が策定され畜水産省に承認

される。 

(5) 定期点検、メンテナンス、備品管理等計画書

及び記録簿が策定され、施設の維持管理計画

が具体化、明確化する。 

施設の維持管理計画書が策定され、施設の維持管

理に利用される。 

(6) 担当者が実務に習熟する。 
 

諸手続き、管理手法を担当者が理解する。 

 

 

5 ) ソフトコンポーネントの活動(投入計画) 

 以下に各成果に対して実施するべき活動を示す。これらの活動は本邦コンサルタント・現地

コンサルタント及びザンジバル政府カウンターパートが共同して実施するものとする。 

 

① 成果(1) に関する活動 

・運営委員会と管理組織の定款及び役員職掌の原案を作成する。 

                                                        
52 タンザニア国本土では 2004 年以降、IFRS(International Financial Reporting Standards：国際財務報告基準)の普及が進展している。本

プロジェクトでも、国際的な整合性を確保し、競争力を強化する観点から、その導入を検討する。 
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・原案に基づき、適切な運営体制、業務内容を関係者、DFD、MLF、財務省(President’s Office, 

Finance, Economy and Development Planning: POFEDP)、ZMC、ZPC と協議するためのワーク

ショップを開催する。 

・定款及び役員職掌の最終案を策定する。 

・管理組織が公的に承認され、登記されるよう必要な規定・規約類の作成と手続きを支援する。 

・運営業務の委託契約書案の作成を行い、畜水産省などの関係省庁と協議を行う。 

 

② 成果(2) に関する活動 

・使用料徴収・集計方法、会計帳簿、内部監査方法を定めた組織運営規則、会計事務規則の原

案を作成する。 

・原案に基づき関係者によるワークショップを開催する。 

・運営規則及び会計事務規則の最終案を策定する。 

・関係者を対象とした研修を開催する。 

 

③ 成果(3) に関する活動 

・関係者及び利用者代表者によるタンザニア国本土のダルエスサラーム魚市場における現状視

察及び意見交換会を実施する。 

・施設利用料、売場管理、衛生管理、路上販売取締り、ゴミ収集・廃棄計画の実務手順と担当

を定めた施設利用規約の原案を作成する。 

・原案に基づき関係者によるワークショップを開催する。 

・修正案に基づき利用者(漁民、仲買、せり人、運搬業者、消費者)への公聴会を開催し、規則

の周知を行う。 

・施設利用規約の最終案を策定する。 

・利用開始後の施設利用者に対する衛生指針・規約遵守等の定期説明会の実施計画を策定する。 

・利用者の登録制を導入し、登録利用者に対して、施設・機材の正しい使用法を研修する。ま

た、ポスターなどを用いて、利用規則を広く知らせる。 

 

④ 成果(4) に関する活動 

・DFD、MLF 内で、民間委託とする業務の内容を協議し TOR の原案を作成する。 

・原案に基づき関係者によるワークショップを開催する。 

・民間委託業務内容(TOR・契約書)の最終案を策定する。 

 

⑤ 成果(5) に関する活動 

・定期点検、メンテナンス、機材・備品管理等のチェックリスト、記録簿、作業スケジュール、

担当者を定めた維持管理計画の原案を作成する。 

・維持管理計画書の最終案を策定する。 

・関係者を対象とした研修を開催する。 
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⑥ 成果(6)に関する活動 

・管理組織の各役員及び運営管理に関する各関係者に対し、会計手続き、経理処理、施設運営、

維持管理の研修訓練を行う。 

・市場利用者が運営委員会と管理組織の定款を理解するようワークショップを開催する。 

・民間委託業者が作業要員に対し行う研修訓練及びワークショップを監理・指導する。 

 

6 ) ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

 ザンジバルには、施設の維持管理を含む運営・会計に通じた人材、コンサルタント事務所が

極めて限られているため、本邦からの要員を派遣するコンサルタント直接支援型及びタンザニ

ア本土からのローカルリソース活用を組み合わせた支援として計画する。本邦要員はソフトコ

ンポーネント全体を統括し、ローカルリソースによる活動内容の指示、監理、指導を行うため、

本計画と運営計画の枠組みを熟知している必要がある。またローカルリソースは経営、会計、

施設管理にかかる知見を有した人材とする。必要な機材は、書類、研修教材の作成にかかる事

務機器等である。 

 

7 ) ソフトコンポーネントの実施工程 

 施設の利用開始前の、ザンジバル予算年度の 2015/16 年度より運用が開始できるよう、2014/15

年度に原案の作成を行う。原案提示後に先方での検討期間をおいて協議、ワークショップ等を

実施する。 

 

表 A-3： ソフトコンポーネントの実施工程案 

 
 

8 ) ソフトコンポーネントの成果品 

・ソフトコンポーネント完了報告書 

・運営業務の委託契約書案 

・運営規則及び会計事務規則 

・運営委員会と管理組織の定款及び役員職掌 

・施設利用規約 

・民間委託業務内容(TOR・契約書)  

・維持管理計画書  
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9 ) ソフトコンポーネントの概略事業費 

 

表 A-4： ソフトコンポーネント概略事業費 

費目 金額(日本円) 
直接経費 10,720,000 
 直接経費(再委託費以外) 2,953,000 
 現地再委託費 7,767,000 
直接人件費 2,971,000 
間接費 3,804,000 
合計 17,495,000 

 

10 ) 相手国側の責務 

① 委託契約、雇用、外部委託手続き等の迅速な実行 

 ソフトコンポーネントで行う研修については、運営組織がザンジバル政府からの正式な委託

契約により承認され、研修の対象となる運営管理実務の担当者が運営管理計画策定後に速やか

に人選されることが前提となる。 

 

② 政府関係機関からの人材派遣及び計画プロセスへの参加 

 DFD では準備調査の協議議事録で確認されたザンジバル側準備作業として、施設の自律的な

運営体制にかかる関係機関との協議を開催し、その枠組みについて調査団側に概ねの方向性を

示すまでに至っている。管理組織を管轄する運営委員会の参加者、監理組織の所長及び各課長

職については政府内の関係機関から人材が派遣される計画であり、早期に人員が確定すれば、

ソフトコンポーネントの実施により具体化した運営体制が共有され、効果的で持続可能な施設

の運営が実現されることが期待される。 

 

③ 改善活動の継続 

 さらに効果を持続し発展させるためには、施設建設後にソフトコンポーネントにより策定さ

れる運営維持管理計画が活用されるとともに、引き続き定期的なセミナーや OJT、実際の活動

状況を反映した計画の見直し・修正が行われることが必要である。 
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(6) 参考資料 

 

No. 分野 名称 形式 入手先 

1 都市計画 
Zanzibar A Plan for the Historic Stone Town
1996 

オリジナル 
The Aga Khan Trust for 
Culture Historic Cities 
Support Programme 

2 統計資料 
2010Tanzania Demographic & Health 
Survey   2010 

データ 
National Bureau of 
Statistics, Tanzania 

3 統計資料 
2009/10Household Budget Survey  final 
report   2012 

データ 
Office of Chief 
Government Statistician, 
Zanzibar 

4 水産 
Guide book to Fisheries Beach Recorders 
2010 

オリジナル 
Department of Fisheries 
Development, Zanzibar 
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(7) その他の資料・情報 

(7)－1 測量図 
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